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令和３年

４月 号

No,３８８

二
棟
青
空
ル
ー
ム
に
お
い

て
、
二
月
末
か
ら
三
月
三
日

ま
で
お
雛
様
を
展
示
し
ま
し

た
。
お
雛
様
を
バ
ッ
ク
に
し

て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
表
情
も
と
て
も
柔
ら

か
で
し
た
。

ひな祭り
鬼

五人ばやしの 笛太鼓(ふえたいこ)

今日はたのしい ひな祭り🌸

あかりをつけましょ ぼんぼりに

お花をあげましょ 桃の花～🌸

いくつになっても

女の子です💛

mailto:hokuto@ruby.ocn.ne.jp
https://www.facebook.com/hokutokaiseikouen


令
和
三
年
度

障
害
者
支
援
施
設

星
光
園

事
業
計
画
書

・
運
営
の
基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
北
斗
会
の
基
本
理
念

福
祉
と
は
生
活
権
の
問
題
で
あ
る

全
人
格
と
全
人
権
を
常
に
考
え
よ

処
し
て
止
ま
ら
ず

取
り
て
む
さ
ぼ
ら
ず

自
己
の
職
業
に
奉
仕
す
る
事
に
徹
し
よ
う

こ
の
精
神
を
基
本
方
針
と
す
る
。

・
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
目
標

①
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援
の
提
供

②
相
談
支
援
事
業
の
拡
充

③
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
み

④
す
ご
し
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
の
充
実

⑤
利
用
者
・
職
員
の
健
康
の
確
保

⑥
施
設
機
能
を
生
か
し
た
地
域
へ
の
貢
献

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
目
標

一
、
個
別
支
援
計
画
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
管
理
室
を
中
心
に
、
利
用
者
個
々
の
サ
ー

ビ
ス
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
三
ヶ
月
ご
と
の
検
討
会
を

行
い
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
定
期
的
な
個
別

支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

二
、
相
談
支
援
事
業
の
拡
充

今
年
度
か
ら
始
ま
る
天
草
市
の
委
託
事
業
「
地
域
障

が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
『
天
草
北
地

域
障
が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ぽ
ら
り
す
』
の
名
称

で
天
草
北
部
地
域
の
相
談
支
援
の
中
核
を
担
う
。
ま
た

特
定
相
談
支
援
事
業
所
『
ほ
ほ
え
み
』
も
引
き
続
き
計

画
相
談
を
中
心
に
実
施
す
る
。
相
談
支
援
専
門
員
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
相
談
支
援
専
門
員
を
育
成
す
る
。

三
、
委
員
会
に
よ
る
各
種
行
事
の
実
施

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
当
初
目
指
し
た
委
員

会
活
動
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
。
今
年
度
も
社
会
全

体
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
計
画
し
、
利
用
者
の

意
向
を
尊
重
し
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
を
行
う
。

尚
、
年
度
当
初
は
小
グ
ル
ー
プ
・
少
人
数
で
の
活
動
を

基
本
と
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
健
康
・
衛
生
面
の
安
全

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
大
人
数
で
の
活
動
は
控
え
る
こ

と
と
す
る
。

四
、
権
利
擁
護
の
遵
守
と

権
利
侵
害
・
虐
待
防
止
法
へ
の
理
解
促
進

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に

職
員
へ
の
周
知
を
は
か
る
。
ま
た
、
障
害
者
虐
待
防
止

研
修
は
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
な
い
職
員
を
中
心
に
外
部

研
修
に
参
加
す
る
。
そ
の
他
、
虐
待
防
止
委
員
会
・
身

体
拘
束
廃
止
委
員
会
の
主
導
の
も
と
定
期
的
に
職
員
内

部
研
修
を
行
い
、
障
害
者
の
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
の

再
確
認
を
行
う
。

五
、
職
員
の
質
の
向
上
へ
の
努
力

（
各
種
研
修
会
の
実
施
と
参
加
）

全
社
協
、
県
社
協
、
経
営
協
、
各
行
政
機
関
等
が
行

う
各
種
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
）
へ
積
極
的
に

参
加
す
る
。
施
設
内
研
修
と
し
て
は
研
修
・
改
善
委
員

会
を
中
心
に
、
身
障
協
が
作
成
し
た
『
個
別
支
援
の
実

現
に
向
け
た
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
令
和
新
版
』
を
使
用

し
た
研
修
を
行
う
。
ま
た
、
身
障
協
独
自
の
認
定
シ
ス

テ
ム
（
Ｑ
Ｏ
Ｓ
）
の
導
入
を
目
指
す
。

六
、
業
務
の
効
率
化
・
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の

福
祉
用
具
の
活
用

電
動
リ
フ
ト
『
Ｈ
Ｕ
Ｇ
』
、
そ
の
他
必
要
な
福
祉
機

器
に
つ
い
て
も
介
護
現
場
の
状
況
を
鑑
み
導
入
を
検
討

す
る
。

七
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

働
き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、
時
間
外
労
働
、
年

次
休
暇
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
確
実
に
実
施
で
き

る
よ
う
規
程
等
の
順
守
を
促
す
。

八
、
利
用
者
・
職
員
の
健
康
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
含
む
感
染
症
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
。
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
基
本
と
し
、
産
業

医
や
嘱
託
医
か
ら
の
指
導
・
助
言
の
も
と
、
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
た
感
染
症
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
可
能
な

限
り
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
利
用
者
・
職
員
に
実
施

す
る
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
け
る
副
反
応
等
を
考
慮
し
利
用
者
・
職
員
の
接
種
の

同
意
も
確
認
す
る
。
職
員
に
関
し
て
は
労
働
災
害
防
止

の
た
め
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
腰
痛
防
止
策
を
講
ず
る
。

ま
た
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
モ
ラ
ハ
ラ
防
止
、
定
期

的
に
『
障
害
者
虐
待
防
止
の
手
引
き
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
』
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
安
全
衛
生
委
員
会

に
よ
る
課
題
の
解
決
・
改
善
に
つ
な
げ
る
。



木
五
倍
子
（
き
ぶ
し
）

い
や
ー
毎
年
、
年
度
末
は
バ
タ
バ
タ
す
る
と
分

か
っ
て
い
る
の
に
や
っ
ぱ
り
バ
タ
バ
タ
で
す
。

特
に
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
特
に
そ
う
感
じ
ま

す
。
こ
ん
な
よ
う
で
は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
が
後

手
、
後
手
と
は
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
の
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
で
「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
」
と
は
、

あ
る
意
味
、
超
先
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
無
謀
と
も

言
え
る
よ
う
な
。

木(

き)

五
倍
子(

ぶ
し)

と
い
う
植
物
の
名
前
は
、
ラ

ジ
オ
で
聞
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
朝
四
時
～

五
時
前
頃
ま
で
「
明
日
へ
の
伝
言
」
と
い
う
番
組
で
、

も
ち
ろ
ん
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
な
く
、
録
音
で
聴
き
ま

す
。
そ
の
番
組
の
最
後
に
、
そ
の
日
の
花
と
花
言
葉

を
言
い
ま
す
。

木
五
倍
子
は
、
杖
（
つ
え
）
や
楊
子
（
よ
う
じ
）

を
つ
く
り
、
昔
は
髄
を
灯
心
の
代
用
品
と
し
た
そ
う

で
花
言
葉
は
、
「
出
会
い
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
期
に
な
る
と
出
会
い
や
別
れ
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
大
変
な
ご
時
世
で
す
が
「
め
っ
た
に
で

き
な
い
経
験
」
と
い
う
ぐ
ら
い
の
明
る
い
気
持
ち
で
、

こ
れ
か
ら
も
歩
い
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
も
明
日
か
ら
で
も
、
い
や
明
後
日
か
ら
で
も
、
い

や
も
う
少
し
し
て
か
ら
で
も
「
ま
ど
か
」
の
来
月
号

に
と
り
か
か
り
ま
す
か
。
そ
し
て
月
末
に
ま
た
バ
タ

バ
タ
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

分
か
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。

愚
か
で
す
ね
～
。

by  H
iro

shi O
kitu

九
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
施
設
づ
く
り

災
害
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
定
期
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
。
訓
練
の
際
に
は
地
域
消
防
署
や
消
防
団
と
の

連
携
を
は
か
る
。
ま
た
法
人
内
各
施
設
間
で
防
災
連
携

の
確
認
を
行
い
、
施
設
が
被
災
し
て
も
他
施
設
が
援
助

で
き
る
体
制
を
と
る
。
こ
の
他
、
天
草
市
の
福
祉
避
難

所
と
し
て
地
域
防
災
の
一
助
と
な
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業

継
続
計
画)

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
助
言
を
も
と
に

感
染
症
用
と
自
然
災
害
用
を
作
成
す
る
。

十
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
の
促
進

実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
校
教
育
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
受
入
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
促
進
し
福
祉
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む
。
尚
、
受
け

入
れ
に
際
し
て
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
前

提
と
す
る
。

十
一
、
法
人
創
設
五
十
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
も
と
、
記

念
式
典
の
準
備
・
運
営
に
協
力
す
る
。

お
し
ま
い
。

『
成
功
体
験
が
邪
魔
を
す
る
。

失
敗
体
験
が
人
を
大
き
く
す
る
。
』

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
・
元
ハ
ン
マ
ー
投
げ
選
手

室
伏

広
治

ク
イ
ズ

問
一
、
「
麦
秋(

ば
く
し
ゅ
う)

」
と
は
、
い
つ
の
季
節

で
し
ょ
う
？

①
初
春

②
初
夏

③
初
冬

問
二
、
三
月
の
こ
と
を
「
弥
生(

や
よ
い)

」
と
い
う
の

は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

問
三
、
穀
物
の
「
粟(

あ
わ)

」
の
由
来
は
、
何
で
し
ょ

う
？

問
四
、
「
媚(

こ
び)

を
売
る(

う
る)

」
の
「
媚
」
と
は
、

何
で
し
ょ
う
？

問
五
、
爬
虫
類
の
「
ヘ
ビ
（
蛇
）
」
の
「
し
っ
ぽ
」

は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
？

問
六
、
「
気
骨
が
折
れ
る
」
の
読
み
は
何
で
、
意
味

は
何
で
し
ょ
う
？

問
七
、
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
」
は
、
ど
こ
の
国
で
、
首

都
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
？

問
八
、
「
か
し
こ
い
【
賢
い
】
」
と
い
う
言
葉
は
、

本
来
ど
の
よ
う
な
意
味
に
由
来
す
る
で
し
ょ

う
？

問
九
、
「
せ
つ
じ
ょ
く
【
雪
辱
】
の
語
源
は
、
何

し
ょ
う
？

問
十
、
「
く
つ
じ
ょ
く
【
屈
辱
】
」
の
語
源
は
、
何

で
し
ょ
う
？



実
習
生
と
の
交
流

三
月
四
日
～
一
七
日
ま
で
、
尚
絅
短
期
大
学
よ
り

一
名
の
方
が
実
習
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、

余
暇
活
動
や
食
事
介
助
な
ど
、
利
用
者
様
と
の
交
流

を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
習
最
終
日
に
は
、
天
草
ハ
イ
ヤ
の
披
露
も
あ
り
、

そ
の
踊
り
に
感
動
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

三
月
九
日
～
一
七
日
ま
で
、
春
季
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
、
各
棟
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
行
い
、
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
棟

一
位

松
本

元
輝

様

二
位

荒
川

勉

様

二
棟

一
位

濱

洋
子

様

二
位

白
石

葉
子

様



右のお花は渋谷正明様
が育てているお花です。
毎年、綺麗な花を咲か
せています。

コ
ロ
ナ
で
も

花
は
満
開

花
祭
り

行
く
人
ぞ
な
く

心
懮
え
る

花
曇
り

百
花
繚
乱

競
い
合
い

こ
の
世
の
春
を

我
が
も
の
と
思
う

洋
子

風
強
し

香
梅
散
ら
す

裸
木
に

青
空
を

曇
ら
す
黄
砂

我
が
街
も

友
子

我
が
庭
に

春
の
花
咲
く

香
り
か
な

青
空
に

ヒ
ヨ
ド
リ
遊
ぶ

庭
の
木
々

麻
子

ラ
ン
ド
セ
ル

よ
た
よ
た
と
重
く

入
学
式

義
忠

ほ
ほ
え
み
広
場

先月まで支援センターの
広報誌「ほほえみ」で掲載
していた「短歌や俳句です
が、今月号よりまどかにて
掲載することになりました。

皆様、短歌・俳句に興味は
ありませんか？

一緒にコーナーを盛り上げ
てくれる方お待ちしてます。

余暇活動

暖かい日が続きチューリップが一気に咲き始めま
した。 可愛いチューリップを見ながら日向ぼっこで
す💛お日様と風を感じて気持ちのいい一日でした。



一
日

辞
令
交
付
式

四
日

買
い
物
代
行
の
日

一
二
日

施
設
長
・
事
務
長
会
議

一
二
日
～

環
境
整
備
（
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
・
居
室

一
六
日

替
え
）

一
三
日

自
立
支
援
協
議
会

運
営
会
議

十
五
日

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
会
議

一
八
日

防
災
訓
練

二
〇
日

運
営
委
員
会

二
二
日

県
身
障
児
者
協
監
査

県
身
障
児
者
協
施
設
長
会
議

二
六
日

防
災
訓
練

二
七
日

職
員
研
修
会

二
九
日

昭
和
の
日

四
月
行
事
予
定

編
集
後
記

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
近
く
の
公
園
に
桜

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
外
の
空
気
と
風
は
気
持

ち
よ
く
、
写
真
撮
影
で
は
利
用
者
様
の
笑
顔
も

満
開
で
し
た
。

春
は
何
か
い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
ね
。

係
で
は
利
用
者
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
投

稿
も
募
集
中
で
す
。
お
気
軽
に
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
疲
れ
様
で
し
た

ク
イ
ズ
答
え

一
、
②
初
夏
（
麦
の
実
り
熟
す
る
時
季
。
初
夏
の
こ

ろ
）

二
、
「
い
や
お
い
」
の
変
化
で
、
意
味
は
、
草
木
が
い

よ
い
よ
生
え
茂
る
さ
ま
。

三
、
風
味
が
淡
い
。

四
、
ま
ゆ
毛

（
ま
ゆ
毛
の
動
き
で
、
相
手
の
顔
色
や

機
嫌
を
う
か
が
う
）

五
、
肛
門
か
ら
後
ろ
の
部
分

六
、
読
み
は
、
「
き
ぼ
ね
が
お
れ
る
」
で
、
意
味
は
、

気
苦
労
が
多
い
。
気
疲
れ
が
す
る
。

七
、
ト
ル
コ
（
共
和
国
）(Republic

of
Turkey)

で
、

首
都
は
、
「
ア
ン
カ
ラ
」
で
す
。

八
、
恐
ろ
し
い

お
そ
る
べ
き
霊
力
、
威
力
の
あ
る
さ

ま
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
脅
威
を
感
じ
る
気
持
を

表
わ
す
。
お
そ
る
べ
き
だ
。
お
そ
ろ
し
い
。
ち
な
み

に
、
恐
い
と
書
い
て
も
「
か
し
こ
い
」
と
読
み
ま
す
。

九
、
辱
（
は
じ
）
を
雪
（
そ
そ
ぐ
）
の
意
。
以
前
受
け

た
恥
を
、
仕
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
消
し
去
る
こ
と
。

現
代
で
は
多
く
、
競
技
な
ど
で
、
前
に
負
け
た
こ
と

の
あ
る
相
手
を
破
っ
て
、
負
け
た
恥
を
そ
そ
ぐ
こ
と

を
い
う
。
「
雪
辱
を
果
た
す
。
」*

雪
辱
を
晴
ら
す

は
、
誤
り
。

十
、
権
力
や
力
で
お
さ
え
つ
け
ら
れ
て
、
屈
服
さ
せ
ら

れ
て
恥
を
受
け
る
こ
と
。
は
ず
か
し
め
ら
れ
て
面
目

を
失
う
こ
と
。
「
貧
乏
の
屈
辱
を
な
め
つ
く
す
」

「
拭
え
な
い
屈
辱
感
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

ご
面
会
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
外
泊
は
一
定
の
条

件
の
下
で
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
感
染
状
況

に
応
じ
て
見
直
す
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
最
新
の
対

応
状
況
は
北
斗
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
星
光
園

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
感
染
予
防

の
た
め
の
措
置
で
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

（
テ
レ
ビ
電
話
）
面
会
は
常
時
受
付
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
星
光
園
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ＬＩＮＥビデオ通
話を利用するには、
ＬＩＮＥホーム画
面よりこちらのＱ
Ｒコードを読み取
り、星光園をご登
録下さい。

山下 一臣 様
吉永 元子 様

２名の職員の方が3月

いっぱいで退職されまし
た。お２人の今後のご活
躍をお祈りしています。


